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広島県立府中高等学校 第３学年  総合的な学習の時間 年間評価計画                                                               

                  

 

単元 

 

 

資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

課題研究 Ｅ
Ｓ
Ｄ 

学
び
の
振
り
返
り 

課
題
設
定 

情
報
収
集 

整
理
・
分
析 

ま
と
め 

論
文
作
成 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト 

振
り
返
り 

読解力（把握力・分析力） 

自己の興味のある分野や現実社会で課題を見出し，

仮説を設定できる。 

○       ○  

課題を設定し，それに関す

る仮説を立てることがで

きる。 

立てた課題や仮説の設定

理由を説明できる。 

話し合いを通して，他の人

の課題や仮説を検証し，深

めることができる。 

読解力（情報の収集） 

適切な情報を収集することができる。 
 ○        

情報収集の方法を列挙で

きる。 

インターネットや文献な

どを調べて情報を収集で

きる。 

アンケート，インタビュ

ー，実験など，自分で行動

して情報を収集できる。 

読解力（分析力） 

収集した情報を多面的に整理・分析する。 
  ○     ○  

情報の整理・分析の方法を

列挙できる。 

収集した情報の関係性を

説明できる。 

収集した情報の価値を認

識して，効果的に考察を深

めることができる。 

論理的思考力 

検証結果に基づいて結論を考える。 
   ○    ○  

検証結果を基に，仮説の妥

当性を評価できる。 

検証の結果，仮説以外に，

課題に対する答えを発見

し，提示できる。 

検証の結果，新たな課題を

発見し，研究の発展につい

て展望できる。 

表現力 

自己の考えを文章に書いて表現する。 
    ○     

指定された書式・様式・分

量で，自分自身の言葉で文

章を作成できる。 

グラフや図などを効果的

に用いながら，自分自身の

言葉で文章を作成できる。 

 

表現力 

自己の考えをプレゼンテーションする。 
     ○    

声の大きさ，話す速さなど

の基本事項を意識して発

表できる。 

限られた時間で効果的に

伝えられる方法を意識し

た原稿を作成して発表で

きる。 

効果的に相手に伝えられ

るようなパフォーマンス

などの工夫ができる。 

論理的思考力 

自己や他者を適切に評価ができる。 
      ○  ○ 

他者が伝えたいことや自

分の学んだことを理解し，

内容を言い換えることが

できる。 

他者が伝えたいことや自

分の学んだことについて，

その内容の妥当性や関係

性を説明できる。 

ルーブリックを用いて評

価するとともに，今後の学

びにつながる改善点を提

示できる。 

価値観・倫理観 

意欲・態度 

自分の学び方を省察し，これか

らの学習や生活に生かすこと

ができる。 

      ○ ○ ○ 

これまで学んできたこと

を列挙できる。 

これまでの学びと，これか

らの学びや生活との関係

性を，根拠を持って説明で

きる。 

将来自己が学びを深める

事柄や自己の行動につい

て，その価値を説明でき

る。 

主な学習活動（協議，討論，発表等） 
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別
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報
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人
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析
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